
“眼科、炭酸ガス問題！”
～眼瞼手術に対する炭酸ガスレーザーの有用性～
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眼瞼下垂に対する手術加療は、従来、眼科手術全体の 1～ 3％程度の頻度を占めるに過ぎず、一般の眼科

術者が日常的に行う白内障手術等に比べると手術対象疾患としての注目度は極めて低かった。その理由

として、 ①視機能回復に直結せず整容的な面が主体と捉えられていた。 ②外見、容貌に直結する手術で

トレーニングし難い ③手術件数が少ない ④手術効果が不安定 ⑤教育素材、啓蒙機会が不十分、等が挙げ

られます。しかし、近年の研究により眼瞼下垂治療が視機能のみならず様々な不定愁訴改善に有用である

ことも報告され、手術方法、手術機器の飛躍的な改善と相まって、多くの眼科医が頼積極的に眼瞼下垂

手術に取り組むべき時代が到来しています。本セミナーでは炭酸ガスレーザー手術装置を用いて行われる

新たな小切開眼瞼下垂手術に関し、完成度の高い経皮的ミュラー筋タッキング手術を考案、実施されている

宮田信之先生と、時流の先端を走り続ける永原國宏先生にご講演いただき、これら眼瞼下垂手術の啓蒙の

一助となることを目指します。

これからは眼瞼下垂だ！

日時：2009 年 1月 24日 ( 土 ) 18：30～ 19：30
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